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自らのアイディアを形に
する創造力を誰もが育め
る仕組みづくり

教育
❶ アイディアを種に

トライアンドエラーで新しい事業
の創出に挑戦できる環境整備

産業化
❸ アイディアの開花

教育と研究と産業が循環するエコシステム
科学・技術の地産地消科学・技術の地産地消 実現を

応援してください！

１万人超へ

教育と研究と産業の循環が、

仙台・宮城、東北の未来をつくる！
教育と研究と産業の循環が、

仙台・宮城、東北の未来をつくる！

大草よしえ 仙台・宮城における活動18年間の提言

●1団体・来場者40人からスタート、１万人超の
　全国最大級の科学イベントに成長
●300団体・会員３万人規模の科学教育ネット
ワークを形成
●育成した小中高大学生がIoTの世界大会に計
８回４年連続出場。世界１位（計２回）や特許取
得、文部科学大臣賞等、計84賞受賞。

●大学との共同研究により学術的成果。
　大学発ベンチャー設立、産学官連携で事業化

　「知的好奇心を育み自らのアイディアを形にする創造力の育成こそが、心豊かな社会を創造する」と
いう信念のもと、2005年東北大学大学院在学中に起業して以来、「科学・技術の地産地消」をスローガン
に、ここ仙台の地で大学・研究所や企業等約300団体と連携しながら、18年間一貫して活動して参りまし
た。新しい価値を生み出す研究・開発の推進、イノベーションの支援、そして、その源泉となる 創造力を
育む教育を誰もが受けることができる仕組みを創ることなしに、日本の明るい未来はない という非
常に強い危機感から立候補を決意しました。科学技術創造立国日本の基盤と未来を、ここ仙台の地か
ら創る「科学・技術の地産地消」の実現を応援してください。

詳細はHPへ

研究・開発日本で研究・開発をしたいと思える環境整備

❷ アイディアの発芽

活動
18年の

主な実績

●1982年生まれ。富谷町（現富谷市）立富ケ丘小学校、日吉台中学校、宮城県泉館山高等学校卒、東北大学理学部卒（2005年）。
●2005年、東北大学大学院在学中に有限会社 FIELD AND NETWORK設立、取締役に就任。
　ひとり新聞社「宮城の新聞」を主宰し、科学・教育・社会をテーマに500本を超える取材記事を執筆、中高生むけに発行中。
●2007年、特定非営利活動法人 natural science 設立、理事に就任。 『学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ』をほぼ一人で
　手弁当で運営。1団体・来場者40名からスタートし来場者１万人を超す全国最大級の科学イベントに成長中（第17回）。
●有識者として、文部科学省や内閣府、宮城県、仙台市（当時初の20代での総合計画審議会、仙台市教育委員会、仙台市
　科学館 協議会、経営戦略会議等）、東北大学等の各委員、学校評議員（仙台第二高等学校等）等の公職を約50務める。
●仙台市永年勤続委員表彰（2020年）、日本化学会 化学教育有功賞（2019年）仙台管区気象台長表彰（2019年）等受賞。

大草 よしえ プロフィール
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